
宗
密
繹
師
の
禮
教

一
致
論
に
就
て

⇒(

安

藤

義

鑑

三

斯

の
如
く
し
て
宗
密
ぽ
荷
澤

の
灘

ご
澄
観

の
敷

ご
を
打

つ
て

一
團

ご
な
し
、
融
合
し
て
彼

の
思
想
内
容
を
作
り
上

も

も

げ
だ

の
で
あ
る
。
荷
澤

の
眞
塞
無
念
や
澄
観

の

一
心

ご
云
ふ
も
の
か
ら
彼
は
萬
法
の
大
本
を
以

て
眞
心
ご
云
ふ
π
。

彼

の
著
「
原
入
論
」
に
説

い
て
ゐ
る
所
を
見

る
に
、
『
始

め
に
は
唯

一
の
眞
露
性

の
み
が
あ
る
が

凡
夫

は
迷

う
て

之
を

隠
す
。
故

に
眞
妄
が
和
合
し
て
阿
頼
耶
識

こ
な
る
。
此
の
識

に
畳
不
豊

の
二
義

が
あ
り
、
不
畳

に
依

る
が
故

に
念
を

生

じ
妄

に
旨

他
心
境

の
差
別
を
執
す
。
是
に
於

い
て
か
業
を
作

り
生
を
受
く
。
心
境
共

に

一
念
不
畳

の
妄
動

よ
り
生

も

も

も

す
。
不
畳
を
遠
離
す
れ
ば
本
畳
現
前
、

一
眞
察
性

の
み
な
り
。
」
ご
説

い
て
居

る
。
「
華
嚴
経
普
賢
行
願
品
疏
」
に
は
此

の
眞
心
を
以
て
総
該
萬
有
心

こ
し
て
居

る
。
而
し
て
「
圓
畳
経
大
疏

鋤
」
窓

囲
の
上

に
は
、

唯
心
之
言
。
深
淺
有
異
。
若
法
相
宗
。

言
唯
心
者
心
但
是
有
爲
心
識
縁
慮
積
集
了
辮
別
境
爲
相
。
帥
此
上
來
云

一

切
唯
識
是
也
。
若
法
性
宗
云
唯
心
者
。
眞
是
眞
如
之
心
。
無
爲
無
相
。
離
諸
縁
慮

分
別
亦
唯

一
心
。

ご
云

ふ
て
居
る
が
、
其

の
次
に
「
起
信
論
」
を
引
用
し
て
、

宗
密
輝
師
の
暉
敢
一
致
論
に
漸肌
て
(二
)

九
三



宗
密
暉
師
の
暉
教
一
致
論
に
就
て
(二
)

九
四

故
起
信
論
云
。
心
眞
如
者
。
即
是

一
法
界
大
絡
相
禮
云
云
。
乃
至
離
言
説
名
字
相
。
離
心
縁
相
。
畢
寛
李
等
無
有

鍵
易
不
可
破
壊
。
唯
是

一
心
。
故
名
眞
如
。

ご
あ
る
が
、
此

の

一
心

ざ
云
ふ
の
は
色

々
ご
勢
別
し
妄
想
し
、
慮
知
畳
察
す

る
こ
こ
ろ
の
心
で
は
無

い
の
で
あ
る
。

森
羅
萬
象

一
切
有
形
無
形

の
大
源

こ
な

る
の
で
あ
る
。
「
輝
源
諸
詮
集
都
序
」
懇

一
に
は
之
を
、

も

も

も

　

も

も

此
眞
性
非
唯
是
灘
門
之
源
。
亦
是
萬
法
之
源
。
故
名
法
性
。
亦
是
衆
生
迷
悟
之
源
。
故
名
如
來
藏
藏
識
。
亦
是
諸

む

む

む

　

　

む

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

佛
萬
徳
之
源
。
故
名
佛
性
。
亦
是
菩
薩
萬
行
之
源
。
故
名
心
地
。
萬
行
不
レ出
乱
ハ
波
羅
密
一。
灘
但
是
六
中
之

一
當
噸

　

　

む

　

む

　

　

む

　

　

　

む

　

む

其

第

五
位
一。
堂

可
事都

目
昌眞

性
一爲
中灘
行
山哉
。

ご
云

ひ
又
、

夫

一
心
者

萬

法
之
総

也
。

分
而
震

一戒

定

慧
一。
開

而
爲
・エ
ハ
度

噛。
散

而
爲

昌萬

行
一。

萬

行
未
呂嘗
非

二

心
一。

一
心

赤
q

　

む

　

　

む

む

　

　

む

　

　

　

　

嘗
違
晶萬

行
u。
繹

者
六
度

之

一
耳
。

何
能

総
・諸
法
一哉
。

且
如
來

以
・"法
眼

一付
・迦
葉

ネ

レ以
・法
行
"。

故

自

心
而

謹
者

ち

も

あ

も

も

も

る

ぶ

も

あ

も

も

も

も

　

　

も

も

も

　

爲
シ法
。
随
レ行

而

起
者
爲
レ行

。
行

未
・・必
嘗

同
一也

。
然

則

一
心
者

萬

法
之
所
生

而
不
ツ属

・閏於

萬
法

一。
得
'之

者

則
於
シ法

　

も

　

も

も

も

も

　

も

し

も

　

も

　

も

　

も

あ

　

も

も

も

も

も

あ

も

も

も

も

　

も

も

も

も

薗

在

奥
。

見
シ之

則
於
'敏

無
磯

尖
。

本

非
シ法
不
レ可
轟以
レ法
説
一。

本

非
レ敷

不
'可
轟以
レ敷

傳
一。

豊

可
下以
畠軌
　
u而

尋
占

も哉
O

(綾
藏
経
第

一
輯
第
二
編
第
三
套
第
四
冊
)

ご
縦
説

横
説

し

て
、

眞

心

は
即

ち

一
35

は
萬

法

の
源

を
成

す

も

の
で

あ

る
ご
云

う

て
居

る
が
、

此

の
萬

法

の
源

把

る

一
心
眞

心

よ

り
見

る
時

は
、
灘

さ

へ
も
軍

に
六
波

羅
密

の

一
で

あ
り
、
六

度

の

一
で

あ
り
、

而
も

そ

の
第

五
位

に
あ



る
ご
断
定
す

る
こ
こ
ろ
實

に
眞
心
を
以

て
藤

の
上

に
あ

る
も
の
こ
し

て
、
此

の
高

き
眞
心
(眞
性
)
の
立
場
よ
り
禮
…を

批
判
し
、
叉
以
て
佛
敷
を
判
繹
し
、
逮

に
暉
敷

圃
致
論
を
産
み
出
す

に
至

つ
だ

㊨
で
あ
る
。

叉
斯
く
宗
密

の
云

ふ
ご
こ
ろ
は
序
論
に
於
て
述

べ
π
如
く
、
清
凛
大
師

が
起
信
論

を
以
て
華
嚴
宗
を
論
す
る
根
擦

こ
し
把
事
が
や
が
で
藤
激

一
致
の
論
慷

こ
な

つ
π
ご
同
じ
く
、
宗
密

の
云

ふ
の
も
亦
起
信
論

か
ら
來
て
居

る
の
で
あ

つ
て
、
即
ち
起
信
論
に
、
「
一
心
か
ら
す

べ
て
が
生

す
る
」
ご
云

ふ
ご
こ
ろ
を
以
て
右
の
論

を
出
す

に
至

つ
π
の
で
あ

つ
て
、
清
凛

の
流
れ
を
吸
ん
で
居

る
の
で
あ
る
。
而
し

て
叉
彼
の
眞
心
は
絶
封
心
で
あ
り
無
念

で
あ
る
。
恰
も
鏡

の

萬
象
を
照
す
榛
な
も

の
で
あ
つ
て
心
に
し

て
心
で
は
な
い
、
況
ん
や
境
で
は
な

い
。
有
に
し
て
有
で
は
な

い
、
況
ん

や
塞
無

で
は
な

い
、
有
無
を
離
れ

τ
心
境
を
亡
す

る
も
の
で
あ
る
ご
云

ふ
の
で
あ
つ
て
、
此

の
眞

心
の
無
念

で
あ
る

こ
こ
ろ
清
凍
大
師

の
云
ふ
「
盤
昭
不
昧
」
で
あ
る
。
彼

は
此
の
腱
を
「
圓
畳
縄
大
疏
鋤
」
に
、

故
清
凍
大
師
云
。
霊
知
不
昧
。
性
相
寂
然

…
…
…
。
此
経
云
。
圓
畳
普
照
。
寂
滅
無

二
。
理
路

経

説
。
等

畳

照

寂
。
妙
畳
寂
照
。
金
光
明
経
。
撮
大
乗
論
説
。
佛
果
無
別
色
聲
功
徳
。
唯
如
如
。
及
如
智
。
濁
存
。
荷
澤

日
・
帥

髄

而
自
知
。
即
知
而
騰
自
寂
。
名
説
難
差
。
髄
用

一
致
。
實
謂
用
而
常
寂
。
寂
而
常
用
。
剣
ご
、一
劇
衆
妙
ご
脚
・

恒
沙
佛
法
因
此
成
立
。

ざ
云
ふ
て
居

る
o
又

も

も

も

も

此
心
非
有
無

二
邊
。
故
非
外
。

二
邊
既
遣
。
中
道
亦
亡
。
故
非
中
。
非
中
非
邊
。
是
絶
待
婁
心
也
。

宗
密
輝
師
の
暉
教
一
致
論
に
就
て
(
二
)

九
五



も

も

宗

密

は
灘

を
六
波

羅
密

の

一
に
し

て
居

る
こ

ご
は
前

に
卑
し

覚

が
、

し

か
し

そ

の
灘

定

は
す

べ

て

の
根

本

ざ
な

る

も

の

こ
し

て
彼

は
、

然

藤

定

一
行
最
爲
二岬

妙
・。
能

硬
・想

性
上

無
漏
智

慧

一
切

妙
摺
一。
萬

徳

萬
行

乃
至
紳

通

光
朋
皆

從

ひ定

螢
。

ご
云

ふ
。

そ
れ
故

に
皆
騨

を

修

せ
ね

ば
な

ら
な

い
。

故

三
乗
學

人
。
欲
レ率

聖
道

一必
須
レ修
レ樺
。

離
レ此
無
"門

。
離
〃此
無
レ路
。

至
於

念
佛

求
τ生
・浄

土
・。

亦

須
レ修
昌十
六

親
藤

及
念

佛

三
昧
般
舟

三
昧
一也
。

此
庭

に
於

て
我

々
が
佛

厳

全
膿

を
眺

め
考

察

す

る
に
、

藤

ご
云

ふ
も
の

＼
上

に
立

つ
て
之

を
親

れ
ば
、
皆

韓

も
し

く

は
麗

宗

で
無

い
も

の
は
無

い
の
で

あ

つ
て
、

波
羅

門
敢

に
於

て
さ

へ
繹

の
輝

定
を

修

す

る
が
、

小
桑
激

に
於

け

る

内 あ る
以 的 つ 上 。 右

宗
密
輝
師
の
暉
丸妖
一
致
論
に
就
て
(二
)

九
六

の
様

に
、

眞

心

は
無

念

で

あ
り
絶
封

心

で

あ
る

ご
云

ふ
信
念

に
於

て
、

彼

の
患

想
内

容

は
確
立

さ
れ

た

の
で

あ



四
諦
十
二
因
縁
よ
り
天
台

の

一
心
三
観
、
華
嚴

の
法
界
観

に
至
る
ま
で
、

一
つ
も
藤
に
依
ら
ぬ
も
の
は
無

い
の
で
あ

る
。
そ
の
實
際
的
方
面
を
考
察
す
れ
ば
、
何
れ
も
皆
唯

一
つ
の
修
行

の
方
法
把
る
藤
定
に
依

つ
て
ゐ

る

の

で

あ

っ

て
、
唯

そ
の
藤

の
解
繹
内
容

が
違

ふ
だ
け
で
あ

つ
て
、
灘

ご
云

ふ
形
式
を
持

つ
て
居

る
こ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ

も

も

れ
で
眞
心
把

る
眞
性
は
別

に
不
垢
不
浮

こ
か
凡
こ
か
聖

こ
か
云
ふ
も

の
は
無

い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
藤

ご

　

も

な
る
ご
其
庭

に
淺
深

が
出
來

て
來

る
。
故

に
灘
を
修
す
る
に
於

て
自
ら
差
が
出
來
る
。
帥
ち
上
下
が
出
來

る
。
此
の

輝
を
宗
密
は
五

つ
に
労
け
て
次

の
様

に
説

い
て
居

る
。

も

も

も

ゐ

も

ち

　

ら

も

　

　

も

し

　

し

　

き

　

た

も

む

む

む

眞
性
則
不
垢
不
凡
聖
無
レ差
。
藤
則
有
レ淺
有
レ深
。
階
級
殊
等
謂
帯
・異
計
一。
欣

上
厭
下
而
修
者
是
外
道
脚
。

正

信
`

む

　

む

む

む

む

因
果
一亦
以
二欣
厭
一而
修
者
。
是
凡
夫
灘
。
悟
我

塞
偏
眞
之
翼

而
修
者
。
是
小
乗
藤
。

悟
二我
法

二
塞
所
顯
眞
理
一而

む

む

む

修
者
。
是
大
乗
灘
。
若
頓
皿悟
身
心
本
來
清
浄
元
無
昌煩
情
一。
無
漏
智
性
本
自
具
足
。
此
心
即
佛
。
畢
・覧
無
レ異
。
依
P

む

　

む

　

む

　

む

む

　

此
修
者
是
最
上
乗
灘
。
亦
名

如

來
清
浄
聾

。
亦
名

二

行
三
昧
}。
亦
名
二眞
如
三
昧
一。
此
是

…
切
三
昧
根
本
。
若
能

も

　

も

も

　

　

　

も

も

　

も

も

し

も

も

ほ

じ

し

ち

も

も

も

も

つ

も

念

念
修
習
自
然
漸
得
宵

千
三
昧
一。
建
磨
門
下
。
展
相
傳
者
。
是
此
藤
。
達
磨
未
レ到
。
古

來
諸
家
所
レ解
皆
是
前
四

も

　

も

灘

八
定
Q

諸
高

信
修
レ之
皆
得
二功
用
一。

天
台

南
嶽

魯
下依

哺三
諦

之

理
一三
止

三
観

上。

敷

義
錐

満最
圓
明
一。

然

其
趣
二入

門

ロ
一次
第
。

亦

只
是

前
之

諸
藤

行

相
。
唯

達
磨

所
レ傳
者

頓
回

悌

髄

一追

異

諸

門
一。

ご
説

い
て
、

灘

を
外
道

・
凡
夫

・
小
乗

・大

爽

・
最

上
乗

の
五
種

に
題

別
し

之
を
総

じ

て
云

へ
ば

、

敷

に
頓
漸

の
あ

る
如

く
、
藤

に
も
頓
漸

の

二
門

あ

る
ご
説

い
て
ゐ

る
の

で
あ

る
。

宗
密
輝
師
の
騨
歌

一
致
論
に
就
て
(二
)

九
七



宗
密
暉
師
の
暉
敏
一
致
論
に
就
て
(
二
)

九
八

前

に
も
述

べ
π
様

に
⊥
ハ
租
以
後
、
灘

ご
云
ふ
も
の
＼
解
鐸
が
段

々
ご
深
く
な
つ
て
來
陀
の
で
其
庭
に
頓
門
漸
門
の

涯
別

が
出
來

て
來
陀
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
爲

に
敷
宗

の
榛
に
灘

に
も
自
ら
派
別
な

る
も
の
が
出
來

て
來
把
。
然
し

灘

の
派
別
は
敷
宗

の
榛
な
派
別
で
は
無

い
。
其

の
趣
を
異

に
し
て
居

る
の
で
あ
つ
て
、
職
は
理
窟
や
議
論
に
亙
る
も

の
で
は
無

い
か
ら
理
窟
が
合
は
無

い
、
議
論
が
違

ふ
か
ら
別
派
濁
立
し
仁
ご
云
ふ
様
な
派
別
は
無

い
の
で
あ
る
。
只

そ
の
灘
を
登
揮
す

る
に
就

い
て
、
温
和
な
人

こ
か
峻
烈
な
人

こ
か
ご
云
ふ
風

に
そ
の
人
格

に
依

つ
て
出

來

π

も

の

も

　

で
、

所
謂

繹
風

の
相

違

ご
云

ふ
も

の
が
藤

の
派

別

を
生

じ
た
。

故

に
藤

の
派

別

ご
申

し

て
も
激
宗

の
様

に
敷

理
的
匿

別

に
依

つ
て
は
判
然

ご
分

け

ら
れ
な

い
。

宗
密

は
之

を

次

の
如

く
説

い
て
、

宗
義

別
者

猫
將
昌十
室
一。
謂

江

西
・
荷

澤

・北

宗

・
南
仇

・
牛
頭

・
石
頭

・保

唐

・
宣
什

・
稠
那

・
天
壷

等

立
レ宗

傳
「法
。

互

相
乖

阻
。

有
昌以
レ塞
爲
領本
。

有
昌以
レ知

爲
"源

。

有
レ云
・・行
坐

皆
是
一。
有
レ云
・見

今

朝
著
分

別
爲

作

一
切

皆
妄

脚。
有
レ云
盈

分
別
爲

作

一
切

皆

眞
煽。

有
鄭
禺
行
悉

存
一。
有
二兼
佛
亦

混
u。

有
レ放
二任

其

心
一。

有
勘拘
訓束

其
心
一。

有

丁以
・輕

律

一爲
ゆ所

依
山。

有
7以
昌経

律
脚爲
ザ障
レ道

。

ご
云

ふ
て
、
藤

に
十
家

の
涙

別
を

立

て

＼
居

る
。

又
同

じ
く
彼

の
「
圓

畳

経
疏
」
に
も
、

北
宗

藤

(憩
秀
の
系
統
)
、
智

仇

の

藤

(懐
譲
の
系
統
)、

牛
頭

の
麗

(法
融
の
系
統
)
、
南

山

念
佛
麗

(五
皿
下
に
分
る
)
、
荷

澤

の
藤

(紳
會
の
系
統
)、

の
七
種

を
畢

げ

又

彼

の
「
拾
遺

門
」
に
も
牛

頭
宗

、

北
宗
、

南
宗

、
荷

澤
宗

、
洪

州
宗

の
五
宗

を
畢

げ

て
居

る
。

斯

の
如

く
各

種

の
灘
を

彼

は
爆

げ

て
居

る
が
、
之

を
そ

の
本
源

よ
り
見

れ

ば
皆

眞

性

で
あ

る

か
ら

そ

の
派

別

は
無



　

の

　

ら

く
な
る
の
で
あ
る
。
而
も
眞
性
を
離

れ
て
そ
の
藤
燈
は
無

い
の
で
あ
る
。
之
を
彼

の
藤

の
解
繹

よ
り
見

る
ご
、

瀞
是
天
竺
之
語
。
具
云
灘
那
。
此
云
恵
惟
修
・
亦
云
静
辱

皆
定
慧
之
霧

也
・
響

是

一
切
衆
集

畳
興

俊
。
亦
多

佛
性
一。
亦
多

心
地
一。
悟
レ之
名
シ慧
。
修

之
名
シ定
。
定
慧
蓮
稽
爲
レ藤
。
此
鯉
齪
超
謝
ご
ガ
潔
。
故
云
轟樹

濃
一・

ご
云

ふ
の
で
あ
つ
て
、
膵
源
に
於

て
は
各
種
の
禮
…皆
同

一
で
あ
る
。
此
庭
に
於

て
廣
く
申

せ
ば
佛
の
説
け
る
敏

の
頓

敷
漸
激
、
藤

の
頓
門
漸
門

の
二
敷

二
門
各
相
符
契

し
全
く
同
じ
こ
な

る
の
で
あ
る
。
前

に
述

べ
把
る
如
く
此
の
翼
催

も

も

あ

も

は
麗
の

源

の
み
な
ら
す
萬
法
の
源

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

佛
は
此

の
眞
性

へ眞
心
)
を
源

こ
し
て
、
機

に
依

つ
て
法
を
説

い
π
の
で
あ
つ
て
修
道
を
問

ふ
も
の
が
あ
れ
ば
期
ち

無
修
を
以
て
答

へ
、
解

脱
を
求
む

る
者

あ
れ
ば
部
ち
汝
を
縛
す
る
者
無
し
ご
答

へ
、
成
佛
の
道
を
問

ふ
者
が
あ
れ
ば

も

こ
凡
夫
無
し

ご
云
ひ
、
臨
終

の
安
心
を
問

ふ
者
あ
れ
ば
本
來
無
事

ε
云

ふ
様
に
答

へ
て
臨
機

の
説
法
を
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
故

に
其
庭

に
定
ま
れ
る
も
の
、
即
ち
固
定
し
陀
阿
褥
菩
提

ぢ
云

ふ
も
の
は
無

い
の
で
あ
る
。
只
要
は

執
着
無

き
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
彼

に
依
れ
ば
、

要
而
言
但
是
随

・當
時
事
一贋
當

時
機
一。
何
有
昌定
法
名
菖阿
褥
菩
提
一。
豊
有
昌定
行
名

摩

詞
般
若
"。

ご
云

ふ
の
で
あ
る
。
故

に
、

も

も

も

も

　

も

も

　

も

も

も

　

但

得
"情

無
邑所

念

一。

意
無

晶所

爲
一。

心
無

噌所
生

一。
慧

無
嘩所

佳
魂。

帥
眞

信

眞
解

眞
修

眞
謹

也

。
若

不
レ了
轟自

心
一。

但

宗
密
暉
師

の
灘
野敏

一
致
論

に
就

て
(
二
)

九
九



宗
密
輝
師
の
輝
教
一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
〇

執
潟名
敷
一欲
レ求
噌佛
道
一者
。
量

不
シ見
下識

字
看
経
元
不
昌謹
悟
一。
錆
文
繹
疏
唯
熾
勲貧
瞑
占耶
Q

で
あ

る
。
然
し
自
心
を
了
し
所
念
無

ー
所
爲
無
く
駈
佳
無
き
に
於
て
は
、
言

々
句

々
皆
是
眞
性
眞
心
で
あ

つ
て
頓
漸

権
實
皆
佛
意

に
そ
む

か
な

い
の
で
あ
る
。

　

あ

も

も

あ

あ

う

あ

あ

　

　

あ

も

須
レ剣
二

藏
経
大
小
乗
権
實
敷
理
了
義

不
了
義

。
方
可
冶印
定
一。
諸
宗
灘
門
各
有
昌旨
趣

。
不
レ乖
・・彿

意
一也
。

　

も

そ
れ
故

に
、
只
良
く
経
論

の
構
實
を
知

つ
て
諸
繹

の
是
非
を
辮
じ
、
反
職
心
の
性
相
を
識

つ
て
経
論

の
理
事
を
知

る

こ
ご
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
が
爲

に
彼
は
十

の
所
以
を
畢
げ
て
、

九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

師
有
本

未
一慧
〃本
印
ワ未
故

灘
有
昌諸
宗
一互
相
違
阻
故

経
如
昌縄
墨
一槽
定

邪
正
一故

経
有

権

章

須
シ依
・了
義

一故

量
有
轟三
種

勘
-契
須
レ同
故

疑
有

多

般
一須
昌具
蓮
決
一故

法
義
不
.同
善
須
辮

識

故

35
通
性

相
u名
同
義
別
故

悟
修
頓
漸
言
似
違
反
故



十

師
授
昌方
便
一須
レ識

藥

病
一故

を
説

い
て
之
等
の
所
以
を
知

る
こ
ご
に
於

て
、

一
藏
経
論
は
総

ぺ
て
三
種
の
敷

ご
三
種
の
灘

ご
に
な
り
相
符
合
す
る

の
で
あ
る
Q
郎
ち

謂

一
藏
経
論
。
統
唯
三
種
藤
門
。
言
敷
唯
三
宗
。
配
-樹
相
-符
方
成
轟圓
成
一。

ご
云
う
て
、
繹

ご
敷

ご
が
此
腱

に

一
致
す
る
の
で
あ
る
ご
論
じ
て
居

る
。
彼

の
畢
げ
る
灘
め

三
宗

ご
は
、

一
、
息
妄

修
身
宗
、

二
、
混
絶
無
寄
宗
、
三
、
直
顯
心
性
宗
、
敷
の
三
宗

ご
は
、

…
、
密
意
依
性
説
相
敷
、

二
、
密
意
破
相
顯

性
敷
、
三
、
顯
示
眞

心
帥
性
敢
、

で
あ
る
。

.

五

強

の
三
宗

に
就

い
て
見

る
に
、

一
、
『
息
妄
修
心
宗
」
ご
は
、
衆
生
は
も

こ
佛
性
が
あ
る
け
れ
ど
も
無
始

よ
り
無
明
が
之
を
覆

ふ
故

に
見

る
事

が
出
來

漁
。
故

に
生
死

に
輪
廻
し

て
見
性
了
了
把

る
こ
ご
が
出
來
な

い
。
故
に
須
く
師

の
言
敷

に
依

て
、
境
を
混

じ
心
を
観

じ
念

々
を
息
滅
し
て
、
念
霊
即
畳

で
知
ら
ざ
る
所
無
き
こ
す

べ
く
、
鏡

の
昏
塵

の
如
く
須
ら
く

つ
ご
め
て
梯
拭
す

べ

き
で
あ
る
Q
故

に
此

の
宗

に
於

て
は
灘
境

に
入

る
セ
め
に
、

遽
訓離
慣
閨

。
佳
亀閑
静
庭
一。
調
'身
調
レ息
。
蜘
跣
宴
・獣
。
舌
桂
昌上
鰯
鱒。
心
注
昌
一
境
㌔

ノ

が
如

く
し

て
、

念

々
を

止
息

し
妄
塵

鑑

く
れ

ば
印

ち
佛

性

の
賓

鑑

明

か
で

あ

る

ご
す

る

の
で

あ

る
。

彼

は
之

に
屍

す

出卒
密
麗
曙,師
の
騨
心敏
一
致
論
に
就
て
(二
)

】
〇

一



出不密
澗脚師
の
調聾
教
一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
ご

る
も
の
を
北
漸

の
諸
師
、
牛
頭
、
天
壷

等
の
方
便
門

で
あ
る
こ
し
て
居

る
。

二
、
『
浅
絶
無
寄
宗
』
ご
は
、
凡
聖
等
の

法
は
皆
夢
幻

の
如
く
で
あ
る
。

一
切
諸
法
は
本
來
塞
寂

に
し
て
生

死
混
薬
昨

も

も

う

夢

の
如
ー
で
あ
る
。
挙
等
眞
如
法
界
は
佛
無
ー
衆
生
無
く
法
界
も
亦
假
名

心
で
あ

る
。
故

に
修
不
修
無
く
佛
不
佛
な

ゆ

し
。
凡
そ
所
作

あ
る
こ
ご
が
皆
是
迷
妄
で
あ
る
。
右

の
如
く
了
達
す
れ
ば
本
來
無
事
で
あ

つ
て
、
心
寄

る
所
無
く
顛

倒
を
免
れ
て
始

め
て
此
庭

に
解
聡

云
ふ
こ
ご
が
出
來

る
ビ
云

ふ
の
で
あ

る
。
此

の
宗

に
属
す

る
も
の
は
石
頭
、
牛

頭
及
び
穫
山

の
諸
師

で
あ
る
。

も

も

　

ち

三
、
「
直
顯

心
性
宗
」
近
は
、

一
切
諸
法
者
し
く
は
有
、
若
し
く
は
塞
、
皆
唯
眞
性

ご
説
く
の
で
あ
つ
て
從

つ
て
之
に

二
種
類
が
あ
る
。

↓

云
即
今
語
言
動
作
貧
瞑
慈
忍
造
作
善
悪
受
苦
樂
等
。
帥
汝
佛
性
。
帥
此
本
來
是
佛
。
除
ひ此
無
昌別
佛
一也
。
了
昌

(
此
天
眞
自
然
一故
。
不
シ可
昌起
レ心
修
7道

…
…
…
。
不
断
不
修
任
運
自
在
方
名
品解
脱
一。

で
あ
り
、
時
に
随

ひ
庭

に
随

つ
て
業
を
息

し
紳

を
養

ひ
、
聖
胎
増
長
顯

機
自
然
神
妙
な
る
を
眞
悟
眞
修
眞
謹

こ
す

る

も

の
で
あ
る
。

ゴ
.

云
誰
法
如
}夢
話
聖
同
説
故
妄
念
本
寂
。
塵
境
本
塞
。
塞
寂

之
心
。
露
知
不
昧
。
帥
是
塞
寂
之

知
。
是

汝

眞

ー
性
・

ε
云
て
知

の

一
字
衆
妙
の
門
に
し
て
無
始

よ
り
以
來
之

に
迷

ひ
、
妄

り
に
身
心
を
執
し
て
我

ご
爲
し
、
貧
瞑
等

の
念



む

を
起
し
て
善
友

の
開
宗
を
得
ぱ
頓
に
塞
寂

の
知
を
悟
り
、
而
も
知
且
無
レ念
無
レ形
。
誰
爲
轟我
相
人
相
一。
畳
諸

相
室
一。

も

　

　

　

も

心
薗
無
p念
。
念
起
帥
畳
。
豊
レ之
即
無
修
行
。
妙
門
唯
在
'此
也
。
聾
備

修
一萬
行
一唯
蹴
轟無
念
一爲
シ宗
。
斯
く

す

る

こ

ご
に
於

て
愛
悪

は
自
然

に
澹
薄
、
悲
智
は
自
然

に
増
明
し
罪
業
は
薗
然

に
断
除

し
功
行
は
自
然

に
増
進
す

る
。
以
上

　

も

も

も

も

の
如

く
し

て
既

に
諸

相
非

相

を
了

す
れ

ば
薗
然

に
無

修

の
修

で
あ

る
。

煩

簡
霊

く

る
時

生

死

は
絶

す

る
寂
照

は
現
前

し
慮

用

は
無

窮

で
あ

る
。
之

を
佛

ざ
名

つ

く

る
を
此

の
宗

こ
す

る
の

で
あ

る
。

　

　

　

　

　
も

あ

も
　

も
も

　
お

ち
も

以
上

の

一
、

二
の

二

つ
が
此

の
宗

の
直
顯

心
性

宗

に
は

あ

る
が
而

も
此

の

一
、

二
の

二

つ
は
皆

相
を
曾

し
て
性

に

(

(

(

(

や

あ

あ

も

　

も

も

あ

も

.

蹄

す
る
が
故
に
同

一
宗

で
あ
る
。
荷
澤
等

の
藤

は
之

に
属
す
る
。

宗
密
は
右
の
如
く
し
て
繹

の
三
宗

を
説

い
て
ゐ
る
が
之
を
考
察
す

る
に
、

つ
ま
り
第

一
は
心

の
垢
を
去

つ
て
本
來

の
光
明
を
登

せ
し
む

べ
し
ざ
云

ふ
の
で
、
第
二
は
迷

ご
云
ひ
悟

ご
云

ふ
も
共
に
妄
念
で
あ
る
か
ら
此
の
妄
念
を
去

る

べ
し
ご
云

ふ
。

こ
れ
亦
妄
念
こ
し
て
飽
く
ま
で
も
塞

に
重
き
を
置
く
手
段
を
執

る
も
の
。
第
三
は
自
然
任
運
の
所
作

に
任

せ
て
萬
有
自
ら
妄
念
分
別
を
超
脱
し
、
柳
緑
花
紅
底
そ
の
ま
、
に
し

て
無
爲

の
爲
、
無
作

の
作

に
契

ふ
妙
用

が

あ
る
ご
云

ふ
の
で
あ
つ
て
、
宗

密
は
暗

に
薗
分

の
荷
澤
宗

は
此

の
第
三
に
あ
る
も
の
だ

こ
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

も

あ

し

も

そ
れ
故

に
第

一
は
迷
悟

に
執
し
て
迷

を
去

り
、
悟

を
得

る
ご
云

ふ
や
り
方

で
あ
る
か
ら
有
的
暉
宗

で
、
第
二
は
迷
悟

も

も

ぼ

し

も

も

も

も

ち

を
悉

く
彿

ふ
も

の
で
塞

的
繹
宗

で
、

第

三
は
中

道
的

灘
宗

ご
云

ふ

べ
き

で

あ
る
。

此

の
三
宗

を

勢

て
る
後

の
宗

密

の

言

葉

を

見

る

に
、宗

霧
輝
師
の
騨
{敏
一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
三



宗
密
輝
師

の
暉
藪
二

致
論

に
就

て
(
二
)

一
〇
四

然
上
三
宗
中
。
復
有
下遵
敷
慢
敷
随
相
殿
相
拒
己外
難

之
門
戸
。
接
外

象
"之
善
功
。
敷
轟弟
子
一之
儀
軌
種

々
不
ツ同
。

も

も

も

　

も

　

　

も

も

も

も

も

も

も

も

た

あ

　

も

む

む

む

む

皆
是

二
利
行
門
各
随
豊
ハ便
鋼。
亦
無
噛所

失
一。
但
所
宗
之
理
帥
不
'合
レ有
'二
。
故
須

約

佛
知
會
一。

ざ
云

ふ
て
居

る
。

次
に
敷

の
三
宗
に
就

い
て
見

る
に
、

一
、
『
密
意
依
性
説
相
敷
」
ご
は
、
此
の
中

に
三
種
類

あ
る
。

↓
、
「
人
天
因
果
敷
」
で
人
聞
が
天
上

に
生

る
べ
き
善
悪
因
果
を
説
く

の
で
あ
つ
て
、

く説
・鞘善
悪
業
墾

。
舟
雪知
・函

果
不
7差
。
催
昌三
除
若

。
求
入

天
樂
騨。
修
施

戒
定

一
切
善
行
一。
得
ウ生
・入

道
天
道
乃
至

色
無
色
界

。

も
の
で
あ
る
か
ら
人
天
因
果
敷

ご
云

ふ
。

ゴ
》

「
断
惑
滅
苦
樂
敷
」
で
あ

つ
て
三
界

の
生
死
は
惑

に
よ
り
業
を
作
る
か
ら
惑
を
断
じ
て
永
く
三
界
を
出

で
な
け

く
れ
ば
な
ら
な

い
ざ
説

く
の
で
あ
る
。
即
ち
我

ご
云

ふ
も
の
は
因
縁
和
合
で
あ
り
元
來

一
罷
無
く
我
人
相

に
似

て
我
人

で
無

い
。
故

に

修
無

我
観
智

。
以
漸
賞

瞑

等
一。
止
・息

諸
業

。
謹
・我
塞
眞
如
一。
得
二須
陀
痘
果
一。
乃
至
滅
輌壽

患
累
・。
得
昌阿
羅
漢

果
一。
荻
身
滅
智
永
離
諸

苦
一。

と
云

ふ
の
で
あ
る
。
阿
含
等
六
百

一
十
入
懇
経
、
臨
婆
沙
等
六
百
九
十
八
憲
論
皆
此

の
小
乗
及
び
前

の
人
天
因
果
を



説

い
て
部
峡
多
し
ご
錐

も
理
は
之
を
出
で
な

い
の
で
あ
る
。

　三

「
將
識
破
境
敷
」
で
八
種

の
識

の
中

に
於

て
第
入
識
は
根
本

で
あ

つ
て
七
識
を
生
じ
能
く
自
分
の
所
縁
を
攣
現

(
す

る
。
此

の
入
識

の
外
都

て
實
法
は
無

い
我
身
相
及
び
外
の
世
界
は
皆
唯
識

の
所
墾

で
あ
つ
て
、
迷

ふ
故
に
我
及
び

諸
境

が
あ
り

ご
執
す
る
の
で
あ
る
が
、
既

に
本
我
法
無
く
只
心
識

あ
る
を
悟
れ
ば
途

に
此

の
二
塞
の
智
に
依

つ
て
漸

々
に
煩
僑
所
知

の
二
障
を
伏
断
す

る
、
唯
識
観

及
び
六
度
四
撮
等

の
行
を
修
す
る
か
ら
で
あ

る
。

二
室
所
顯

の
眞
知

を
澄
し
十
地
圓
浦
し
て
八
識
縛
じ
て
四
智
菩
提
を
成
す
る
の
で
あ
り
、
法
性
身
大
浬
繋
を
成
す

る
の
で
あ
る
。
帥
ち

阿
頼
耶
識

は

一
切
諸
法
の
根
本
で
あ
っ
て
、
識

の
外

に
は
す

べ
て
實

法
は
無

い
。
三
界
は
唯
識

で
我
無
く
法
無
し
。

此

の
唯
識
槻

に
依

つ
て
諸
障
を
断
じ
以
て
菩
提

を
謹
護
る
の
で
あ

る
ご
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
解
深
密
等

の
数
十

本
の
纒
、
喩
伽
唯
識

の
歎
百
憲
の
論
説

の
理
ば
此
れ
を
出
で
な

い
の
で
あ
る
。
何

こ
な
れ
ば
我
法

二
執

の
妄
念
を
止

め
て
唯
識

の
心
を
修

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
蓬
磨

は
壁
観
を
以

て
人
に
敷

へ
τ
諸
縁
を
止
め
内

心
喘
無
く
身
培
壁
の
如
く
、
心
死
灰

の
如
く
以

て
途

に
入
る

べ
し
ご
云

ひ
、
盧
山
遠
公
ご
佛
陀
耶
舎
こ
の
二
梵
僧

の

繹

せ
る
達
磨
麗
経

の
中
に
も
坐
輝

の
門
戸
漸

次
の
方
便
ご
、
天
毫
及
仇
秀
門
下

の
意
趣

ご
異
な

る
無

し
ご
明
ら
か
に

し
て
居

る
。
故

に
四
祀
は
数
十
年
中
脇
席

に
至
ら
な

か
っ
把
の
で
あ
つ
て
息
妄
修
心
の
行
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

二
、
『
密
意
破
相
顯
性
敷
』
ご
は
、
唯
識
敷
で
は
外
境
を
塞

こ
し
内
識
を
有

こ
す
る
け
れ
ど
も
心
は
孤
起
す

る
こ
ご
無

く
し

て
心

に
由

つ
て
現
書
る

の
で
あ

つ
て
、
心
如
な
る
こ
ご
は
境

に
即
し
て
謝

し
、
境
滅
す
る
こ
ご
は
心

に
帥
し
て

宗
密
暉
師
の
…騨
敢
一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
五



宗
密
暉
師
の
…暉
教
一
致
論
に
競
て
(二
)

一
〇
六

塞
す

る
の
で
あ
る
。
故

に
無
境

の
心
は
無
く
無
心
の
境
は
無

い
の
で
あ
る
。

皆

以
事假
託
昌衆
繰
一無
申自
性
↓。
故
未
呂曾
有
・二

法
一。
不
'從
・因
縁
一生
。
是
故

一
切
法
無
写不
・是
塞
一者
轟。

故

に
塞
中
眼
耳
鼻
舌
身
意
無
く
十
八
界
十

二
因
縁

四
諦
無
く
、
得
無
く
業
無

く
報
無
く
修
無

く
謹
無
し
。
既

に
斯
の

如
く
塞

で
無

い
も
の
は
無

く
、

一
切
諸
法
は
皆
是
虚
妄

で
あ
る
。
執
す

べ
き
無

く
着

す
べ
き
無
し
是
を
道
行

こ
な
す

の
で
あ
る
。
諸
部
般
若
千
蝕
憲
経
及
び
中
百
門
等

の
三
論
及
廣
百
論
等
皆
此

れ
を
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
此

の

敷
は
灘
門

の
第

二
の
混
絶
無
寄
宗

ご
全
く
同
じ
で
あ
る
。

龍
樹
提
婆
等

の
菩
薩
は
此

の
破
相
敷

に
依
り
て
廣
く
塞
義
を
説

い
π
の
で
あ

つ
て
其

の
執
着

を
破
し
洞
然

を
眞
塞

に
解

せ
し
め
π
の
で
あ
る
。

　

も

あ

　

も

三
、
『
顯
示
眞
心
即
性
敷
」
ご
は
、
此
の
敷
は

一
切
衆
生
は
皆
塞
寂

の
眞
心
が
あ
り
、
無
始
本
來
自
性
清
浄
で
あ
る
ご

説
く

の
で
め
つ
て
、
明

々
不
昧
、
了
了
常
知
、
鑑
未
來
際
ま
で
常
佳
不
滅
で
あ
る
。
故
に
名

づ
け
て
佛
性

ご
無
し
亦

如
來
藏

ざ
名

づ
け
心
地
ご
名

づ
け
る
の
で
あ
る
。
繹
奪
は
法
界

の

…
切
衆
生
を
観
じ

て
、

奇
哉
奇
哉
。
此
諸
衆
生

云
。
何
具
・右

如
來
智
慧
一。
愚
擬
迷
惑
不
シ知
不
レ見
。
我
當
敷
以
昌聖
遁
一倉
囎其
永
離
妄

想
執

着

。
自
於
身

申

得
ひ見
昌如
來
廣
大
智
慧
輔。
與
レ佛
無
"異
。

ざ
云
は
れ
π
の
で
あ
る
。
華
嚴
経
出
現
品
に

無
嚇
一
切
衆
生
而
不
8具
有
邑如
來
智
慧
潮。
但
以
薗妄
想
執
着
脚而
不
昌謹
得
脚。
若
離
婁

想
一。

一
切
智
自
然
智
無
磯

即

得
轟



現

前

一。

も

も

も

　

も

こ
あ
る
。
此
庭

に
知

ご
云

ふ
は
謹
知
で
は
無
ー
眞
性
で
あ
る
。
縁
境
分
別
の
識

の
如
く
で
は
無
ー
昭
龍
了
達
の
知

の

る

　

　

　

　

　

　

　

も

も

も

　

も

も

も

如
き
で
は
無
く
、
眞

に
眞
如
の
性
自
然

の
常
知
で
あ
る
。
馬
鳴
菩
薩

の
云
ふ
自
鷺
眞
實
識
知
で
あ
る
。
叉
寳
藏
論
に

も
知
レ有
有
壊
。
知
レ無
敗
。
其
知
之
知
。
有
無
不
〃計
。

　

も

　

　

も

あ

ご
あ
る
。
帥
ち
有
無
を
計

ら
な
い
の
で
あ

る
か
ら
自
性
無
分
別
知

で
あ
る
。
以
上

の
如
く
露
知
之
心
を
開
示
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
帥
ち
眞
性
ご
佛

ご
異
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
之
を
顯
示
翼
心
即
性
激
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
に
属

す

る
も

の
は
華
嚴
密
嚴
圓
畳
佛
頂
勝
量
如
來
藏
法
華
混
薬
等

の
四
十
除
部

の
経
、
寳
性
佛
性
起
信
十
地
法
界
浬
薬
等

の
五
十
部

の
論

で
あ
つ
て
、
或
は
頓
或
は
漸

ご
云
ふ
て
岡
じ
か
ら
す

ご
錐
も
、
所
顯

の
法
膿
皆
此

の
敢
に
属
す

る
に

擦

る
か
ら
で
あ
る
。
故

に
此
の
敷

は
灘
門

の
第
三
の
眞
穎
心
性
宗

に
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　

あ

　

あ

し

し

　

あ

　

う

　

し

あ

あ

此
の
数

な
る
が
故

に
蓬
磨

は
善
巧
交
を
棟
り
心
を
傳

へ
其

の
名
を
標
器

し
て
黙

し
て
其

の
膿
を
示
し
た
の
で
あ

つ

て
、
喩

へ
ば
壁
観
を
以
て
諸
縁
を
絶
せ
し
め
諸
縁
を
絶
す
る
時
漸
滅

否
を

問

ふ
も
の
あ
れ
ば
、
「
諸
念
を

絶
す

ご
錐

も
亦
断
滅
せ
す
」
ご
答

へ
、
然
ら
ば
何
を
以

て
讃
鹸
不
断
滅

ご
云

ふ
や
ご
問

ふ
者
あ
れ
ば
、
「
了
了
自
知

で
言
及
ぶ

ぺ

か
ら
す
」

ご
答

へ
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
師
は
印
し

て
只
此

軸
此
の
自
性
清
撃
更
に
疑

ふ
勿
れ
ご
云
ふ
陀
の
で
あ
る
。

も

も

も

も

そ

れ

で
親

し

く
其

の
禮

を
謹

し

て
然

る
後

に
之
を

印
し

て
徐
疑

を
絶

せ
し

め
て
、
獣

傳
心

印

を
爲

し

π

の
で

あ
る
。

宗
密
輝
師
の
暉
歌

一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
七



も

出ホ
密
縄
…師
の
…陣
教
一
致
論
に
就
て
(二
)

一
〇
八

即
ち
袈
裟

を
以
て
信

ご
爲
し
把
の
で
あ

る
Q

右
の
如
く
し
て
宗
密
灘
師
は
敷
の
三
宗
を
説

い
て
各
々
前
述

の
藤
の
三
宗
ざ
合
致
す
る
こ
ご
を
説
明
し

て
懇
切
町

曝
鯨
す
虜
が
無

い
が
、
此
腱

に
於
て
省
ほ

一
切
佛
敷
を
考

へ
る
に
、
昏
沈
厚
重

に
し
て
策
登
し
難
き
も

の
、
撞
翠
猛

利
に
し
て
抑
伏
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
貧
瞑
熾
盛

に
し
て
境

に
鯛
れ
制
し
難
き
者

に
樹
し
て
は
、
則
ち
前
の
第

一
第

二
の
敷
中

の
種

々
の
方
便
を
用
ひ
て
病

に
随

つ
て
調
伏
し
セ
の
で
あ
り
、
若
し
煩
拶
微
薄

に
慧
解
明
利
な

る
者

に
は

則
ち
第
三
の

一
行
三
昧

に
依

つ
て
敷
化
し
陀
の
で
あ
る
。
彼

は
「
起
信
論
」
を
引

い
て

若
修
レ止
者
佳
於

静
塵

。
端
身
正
意
不
'依
氣

息
形
色
一。
乃
至
唯
心
無
昌外
境
界
一。

ご
云
ひ
、
又
「
金
翻
三
昧
纏
」
を
引

い
て
灘
即
是
動
不
動
不
藤
是
無
坐
灘

ご
云
ひ
、
叉
「
法
句
経
」
を
引

い
て

若
學

諸

三
昧
一是
動
非

鱒坐
灘
一。

35
瞳

境

界
一流
。
云
何
名
爲
レ定
。

浮
名
云
。

不
レ起
"滅

定
一現
諸

威
儀
鱒。
不
亨於
昌三

界
恥現
中身
意
占。
是
爲

宴̀
坐
一。
佛
所
晶印
可
一。
篠
シ此
劉
已
垂

三

界
塞
花
四
生
夢
疲
一。
依
レ燈
起
レ行
修
而
無
修
。
爾
不
昌

佳
レ佛
佳
ザ心
。
誰
論
晶上
界
下
界
一。

も

も

あ

も

こ
あ
る
が
し

か
し
此
の
敷
中

に
於
て
は

一
眞
心
牲
を
以
て
染
浮

の
諸
法

に
甥
し
て
全
く
棟
ひ
全
く
牧
む

る

の

で

あ

る
。
彼
は
此

の
全
擦
全
牧
を
ぱ
説
明
し
て
全
擁
ご
は

如
昌上
所
説
一。
但
剋
レ髄
直
指
醤鑑
知
一。
即
是
心
性
蝕
皆
虚
妄
。
故
云
写非
識

所
昌能
識
一。
亦
非

噛
66
境
界
箏

。
乃
至
非
レ

盤
非
勘相
。
非
u佛
非
三衆
生
一。
離
噸四
句
一絶
串百
非
↓。



全
牧

ご
は

染
浮
諸
法
無
レ不
昌是
心
一。
心
迷
故
妄
起
・惑

業
一。
乃
至
四
生
六
道
雑
積
國
土
。

心
悟
故
從
レ禮

起
'用
。

四
智
六
度
乃

も

　

　

も

も

も

至
四
辮
十
力
妙
身
浮
刹
。
無
所

不
窺

燈
既
是
心
想
昌起
諸
法
一。
故
法
法
全
帥
眞
心
。
如
入

夢
所
現
事
事
事
皆
人
一。

如
昌金
作
器
器
器
皆
金
】。
如
二鏡
現
影
影
影
皆
鏡
一。

で
あ

る
。
そ
れ
故
に
「
華
嚴
経
」
に
は

知
二

切
法
一。
帥
心
自
性
成
二就
慧
身

。
不
邑由
レ他
悟
一。

ε
あ
り
。
「
起
信
論
」
に
は

三
界
虚
儀
唯
心
所
レ作
。
離
・心
期
無

一六
塵
境
界
一。
乃
至

一
切
分
別
。
帥
分
昌別
自
心
一。
心
不
'見
レ心
。
無
昌相
可
"得
。

故

一
切
法
如
昌饒
中
像
一。

ご
あ
う
、
又
「
樗
伽
経
」
に
は

寂
滅
者
名
二

心
一。

一
心
者
名
如

來
藏
輔。
能
遍
興
訓起

一
切
趣
生
一。
造
レ善
造
レ悪
受
葭苦
樂
與

㍗因
。
但
故
知

一
切
無
レ

非
p心
。

ε
あ

る
の
で
あ
る
ざ
彼
は
云

ふ
て
、
そ
の
終

り
に

全
棟
門
撰
網前
第

二
破
相
敷
一。
全
牧
門
矯
二前
第

一
説
相
敷
一。
將
'前
望
レ此
。

此
則
炮
異

於

前
一將
レ此
鑛
聖前
。

前
則

も

　

　

も

あ

　

　

　

も

も

あ

　

も

も

　

　

も

も

も

わ

も

も

も

　

全
同
昌於

此
哺深

必
該
'淺
。

淺

不
.至
ン深

深
者

直
顯

出

眞

心
之
禮

一。
方
於
}中

棟
三

切

一。
牧

己
一
切

一也
。

如
.是
牧

棟
自

宗

密
騨
師

の
灘
緊教

一
致
論
に
就

て
(
二
)

一
〇
九



宗

密
暉
師

の
暉
敷
コ

致
論

に
就

て
(
二
)

一
一
〇

も

　

も

あ

も

も

も

も

も

も

も

あ

も

も

も

た

あ

も

も

も

も

在
性
相
無
磯
。
方
能
於
三

切
法
鱒。
悉
無
昌所
佳
一唯
此
名
爲
-了

義
一。

ざ
云

ふ
て
居

る
。

翻

つ
て
彼

の
説
け
る
三
敷

に
就

い
て
考
察

す
る
に
、
第

一
は
有
的
敷
宗

で
あ
り
、
第

二
は
塞
的
敏
宗

で
あ
る
。
而

し
て
第
三
は
中
道

的
敏
宗

ご
云

ふ
べ
き
で
あ

つ
て
、
敷

り
三
宗
は
各

々
藤

の
三
宗

に
全
く
同

じ
こ
な
る
の
で
あ
る
。

宗
密
麗
師
は
術
ほ
そ

の
著
「
原
人
論
」
に
佛
敷
を
概
括
し
て
人
天
敷
、
小
乗
敷
、
大
乗
法
相
敷
、
大
乗
破
相
敷
、

一
乗

顯
性
敷

の
五
種

ご
し
て
ゐ
る
か
ら
、
以
上
蓮

べ
π
る
彼

の
三
敷
三
宗
を
之
ご
共

に
當

て
は
め
て
圖
示
す
れ
ば
次
の
如

く
な

る
〇

一
、
人

天

因

果

敷
-

入

天

敷

一、
密
意
依
性
茎

撫

聯

訓

瞬
相
鰍
-
息
妄
　

宗

語
簸

蘇

轡
蕪

綜蜜

六

右
に
於

て
宗
密
繹
師
の
敷

の
三
宗
灘

の
三
宗
を
観
察

し
て
そ
れ
が
各

々
相
符
會
し

一
致
す
る
こ
ε
を
明
ら
か
に
し

π
が
、
樹
彼
は
そ
の
中
に
於

け
る
塞
宗
性
宗

の
陰
顯
を
説

い
て
ゐ
る
か
ら
そ
れ
を
見
て
、
彼

の
此

の
三
敷
三
宗

に
樹



す

る
結
論
を
観

る
こ
ご
、
す
る
。
彼
は
次
の
如
く
塞
宗
性
宗
を
述

べ
て
居

る
。

上
之
三
敢
。
撰
鶉

佛

叫
代
時
所
説
之
経
及
諸
菩
薩
所
造
論
一。
細

尋
剛法
蓼

。
使
レ見
鴇三
一義
全
殊

一
法
無
7別
。
就
昌三

義
中
鱒。
第

一
第

二
塞
有

相
勤
。
第
三
第

一
性
相
相
封
。
皆
昭
然
易
レ見
。
唯
第

二
第
三
破
相
輿
昌顯
性
一相
樹
。
講
者

な

も

も

も

も

し

も

も

も

も

あ

も

も

　

　

灘
者
同
迷
皆
謂
亀同
是

一
宗

一
致
一。
皆
以
・破

相
一便
爲
・眞

性
一。
故
廣
辮
・室

宗
性
宗
一。
有
昌十
種
異
一。

ご
し
て
そ
の
十
種

の
異

ε
は

一
、
法
義
眞
俗
異

二
、
心
性

二
名
異

三
、
性
字

二
艘
異

四
、
眞
智
眞
知
異

五
、
我
法
有
無
異

六
、
遮
詮
表
詮
異

七
、
認
名
認
鵬
異

八
、

二
諦
三
諦
異

九
、
三
性
塞
有
異

十
、
佛
徳
塞
有
異

で
あ
つ
て
簡
盟
†
に
塞
性
宗
を
見

る
に
、
塞
宗

は
諸
法

の
本
源
を
名
づ
け

て
牲

ざ
し
、
性
宗
は
之
を
心

こ
す

る
。
性
宗

所
説
の
本
性
は
塞
寂
の
み
な
ら
で
自
然

に
知

る
も
の
で
あ
る
。
次
に
塞
宗
は
諸
法
の
無
性
を
牲
こ
す
る
も
盤
宗

は
露

む

む

明
不
室

の
騰
を
性
こ
す

る
。
次
に
塞
宗
は
捧
別
を
知

こ
し
無

分
別
を
智

こ
す

る
、
知
は
淺
く
智
は
深

し
ご
す

る
も
、

性
宗

は
能

く
聖
理
を
謹
す
る
妙
慧
を
智

ξ
し
理
智
を
該

ね
て
凡
聖

に
逓
す
る
を
知

こ
な
し
、
知
は
逓
し
智
は
局

る
こ

す

る
。
ヌ
塞
宗
は
有
我

を
妄

こ
し
無
我
を
眞

こ
す

る
も
、
性
宗
は
無
我
を
妄

こ
し
有
我
を
眞
こ
す

る
。
次

に
塞
宗
は

多
く
遮
詮
を
用

ひ
て
非

有
非
塞
不
生
不
滅

こ
い
ふ
も
、
性
宗
は
遮
詮
表
詮
を
用

ひ
難
鑑
光
明
昭
昭
催
怪
等

ざ
云

ふ
の

で
あ
る
。

期
く
し
て
彼

は
塞
宗
性
宗
を
明
自

に
舜
け
て
居

る
け
れ
ど
も
、
此
虜

に
三
敷
三
宗

一
致
以
來
明
し
陀
る
宗
密
暉
師

宗
密
藤
師
の
縄
皿教
】
致
論
に
獣
て
(二
)

一
一
一



宗
密

灘
師

の
暉
敷

一
敷
論

に
就

て
(
二
)

一
一
こ

の

結

論

を

見

る

に

、

も

も

も

ぬ

も

め

も

も

も

錐
券

二敷

相
一亦

勿
滞

情
一。
三
敷
三
宗
是

一
味
法
Q

故
須
下先
約
・剛三
種
佛
敷
MQ
誰

三
宗
灘
心
一。
然
後
灘
数
墜
忘
心

　

あ

も

佛
倶
寂
亀。
倶
寂
則
念
念
皆
佛
。
無
L

念
而
非
擁

心
一。
讐
忘

期
句
句
皆
藤
。
無
呂
一
句
蒲
非

灘

敷
一。
如
ツ銘
顯
自
然

聞

浪

絶
無
寄
之
説
一。
如
呂是
破
我

敦
情
一。
聞
二忌
忘
修
心
之
言
一。
知
昌是
購

・我
習
氣
一。
執
情
破
而
眞
性
顯
。

期
混

あ

あ

　

を

も

な

　

も

絶
是
顯
性
之
宗
。
習
氣
盤
而
佛
道
成
。
期
修
心
是
成
佛
之
行
。
頓
漸
塞
有
既
無
ジ所
レ華
。
洪
荷
秀
能
壼

不
二相
契
一。

若
能
如
'是
遽
達
。
期
爲
・他

人
一説
無
レ非
・妙
方
一。
聞
一他
入
説
一無
〃非

一妙
藥
一。
藥
之
輿
レ病

只
在
昌執
之

與
サ通
。
故

先

あ

も

　

　

　

も

も

も

も

ら

　

も

め

ぬ

あ

　

　

　

　

も

ぬ

　

徳
云
。
執
則
字
字
瘡
疵
。
逓
剣
文
文
妙
藥
。
逓
者
了
営三

宗
並
不
昌相
違
一也
。

ε
云

ふ
て
三
敷

三
宗

の
鰭
結
を
明
ら
か

に
し
て
居

る
。
之
に
依
り
て
見

れ
ば
即
ち
三
敷
三
宗
は

一
味
の
法
で
あ
り
。

　

墜
忘

す
る
に
至
り
絶
饗
執
着
無
く
漣
す
る
こ
ご
を
最
も
必
要

こ
す
る
の
で
あ
る
。
此
虜
に
於

て
始

め
て
三
敷
三
宗
並

む

ん
で
在

つ
て
相
違
し
な

い
の
で
あ
る
。
彼

が
墜
忘
、
無
執
着

こ
云
ひ
、
通
す

る
ご
云
ふ
は
帥
ち
彼

の
中
心
思
想
把
る

も

な

萬
本

の
本
源
花

る
絶
罫
直
心
に
蹄
入
す

る
ε
こ
ろ
に
あ
る
こ
ビ
は
、
上
來
述

べ
來

つ
π
ざ
こ
ろ
に
於

て
明
自
な

こ
ご

も

　

も

も

で
あ
る
。
結
局
此
の
凶呉
心

一
心

に
あ
る
の
で
あ
る
。

爾

ほ
此
慮

に
此

の
瞬
結
の
中
に
「
頓
漸
塞
有
無
所
離
」
ご
云

へ
昏
頓
漸

ご
云

ふ
の
は
、
繹

の
頓
漸
、
敷

の
頓
漸

ご
を

指
す
は
云
ふ
ま
で
も
無

い
が
、
灘

の
頓
漸
は
前

に
述

べ
陀
如
く
で
あ
る
。
此
虜

に
敷

の
頓
漸

を
見
る
に
頼
漸
は
輝

に

頓
漸
あ

る
如

く
敷

に
も
頓
漸

あ
る
の
で
頓
敷
漸
敷

ご
云

ふ
。
之
に
世
奪

の
説
法
は
不
同

で
あ
つ
て
稻
理
頓
説

あ
り
、



随
機
漸
説
が
あ
る
。
故

に
之
を
頓
激
漸
敷

ご
名

づ
け

る
の
で
あ
る
。
漸

は
中
下
根

以
下

の
者

の
爲

め
に
説

い
た
の
で

あ

る
。
頓

に
は
途
機

の
頓

ざ
化
儀

の
頓

ご
が
あ
る
。
ヌ
漸
修
頓
悟
、
頓
修
漸
悟
、
漸
修
漸
悟

が
あ
る
。
し
か
し
か
く

　

も

も

　

の
如
く
頓
漸

ご
云

ふ
も

の
は
あ
る
け
れ
ど
も
頓
漸
は
機
に
在

る
の
で
あ
る
。
而
も
頓
漸
は
三
敷

の
外

に
は
無

い
。
彼

の
言
に
依
れ
ば
、
「
非
話三
敷
外
別
有
頽

漸
一。
」
同
時
に
灘

の
頓
漸
な

る
も

の
も
、
此
の
敷
の
頓
漸

ご
同
じ
く
、
三
宗

の
外

に
在

る
の
で
は
無

い
。
敷

に
三
敏
三
宗

の
中

に
頓
漸

は
有

る
。

そ
れ
故
に
彼

の
結
論
を
透
し
て
是
等

の
頓
漸

や
敷
の
中

の
所
詮

の
法
、
又
そ
の
総
括
陀

る
三
敏
三
宗
な
る
も
の
は

も
ざ
何
れ
よ
り
來

り
何
虜

に
至

る
か
を
見
、
叉
仰
い
で
佛
の
此

の
敷
を
説
け
る
本
意

は
何
の
事
の
爲

め
に
あ
り
し
か

　

も

あ

も

あ

　

あ

も

を
考
察
す

る
に
、
彼

は
世
尊

の

一
眞

の
心
膿

よ
り
流
出
し
π
る
も

の
ざ
し
て
次

の
如
く
云

ふ
て
居

る
。

る

　

も

も

　

　

推
窮

敷
法
從
p何
來
一者
。
本
從
嵩世
奪

一
眞
心
禮
一流
出
展
輻
。
至
噛】於
當
時
人
乏

耳
。

あ

　

あ

ご
云
ふ
て
而
も
此

の

一
眞
心
は

一
切
衆
生

の
心
中

に
あ
る
ざ
説

い
て
、

も

な

　

も

を

も

も

あ

も

も

し

も

も

ち

　

お

も

あ

も

あ

も

　

今
時
人
之
目
其
所
説
義
。

亦
只
是
凡
聖
所
依
。

一
眞
心
蹉
随
.縁
流
出
展
榑
。
遍
二
切
腱
」遍
二
切
衆
生
身
心
之

あ

も

も

中
。
但
各
於
昌薗
心

静
y念
如
レ理
思
惟
。
即
如
レ是
如
レ是
而
顯
現
。

ε
云
ひ
、
之
を
知
れ
ば
大
藏
経

の
飴
絡
本
末
は

一
時
に
洞
然

こ
し
て
明
了

に
な

つ
て
來

る
の
で
め
る
。
ヌ

一
方
考

へ

れ
ば
佛

の
説

け
る
経
の
本
意
は
世
尊
が
衆
生
を
し
て
佛
智
見
を
開
き
、
そ
の
道

に
入
ら
し
む
る

一
大
事
因
縁
の
爲
め

も

も

た

に
世

に
出

現

し

て
説

か
れ

だ

の
で
あ

つ
て
、

諸

法
を
演
説

さ
れ

π

け
れ
ど

も
、

そ
れ

は
皆

一
佛
乗

こ
し

て
居

る
の
で

宗
密
暉
師
の
灘
致
二
致
論
に
　就
て
(二
)

一
一
三



宗
密
縄
師
の
輝
教

一
致
論
に
就
て
(
二
)

一
甲
四

あ

る
。

故

に
菩
提

樹
下

に
於

て
正

畳

を
成

じ
た
。

即
ち
衆

生

は
皆

智
慧

徳

相
を
具
有

し
て
居

る
に
か

＼
わ
ら
す

忘
想

執

着

に
依

り
謹
得

し

な

い
の
で

あ

る
か
ら
、
世

曾

は
之

を
明
示

さ
れ

犯

の
で
あ

る
。

之
を

以

て
彼

は

便
請
將

佛

此
自
蓮

本
意
一。
判
主
剛
三
種

激
宗
u。
登

得
し言
昌権
實

一
般

一-.
豊

得
レ言
二始

終

二
法
一。
繹
宗

例
・敏

誰
謂
レ不
レ

も

も

　

も

ち

　

あ

あ

然
。
切
欲
二和
會
一良
由
レ此
也
。

ご
云

ふ
て
居

る
。
然
れ
ど
も
灘

は
世
奪

の
大
畳

に
於
け

る
眞
心
に
在
り
、
敷
は
此

の
眞
心
の
膿

ト幽
り
流
出

せ
る
も
の

で
あ
る
。
而
も
此
の
眞
心
は
誰
も
が
具
有

し
て
居

る
の
で
あ
る
。
只
之
を
謹
得
す

る
こ
ご
に
於

て
量
ハ心
は
眞
心

だ
り

得
る
の
で
あ
り
灘
敷
は
全
く

一
致
和
會

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

締

論

之
を
要
す

る
に
宗
密
暉
師

の
自
身
の
結
論

に
於

て
醗
ら
か
な

る
慌
に
、
三
敷
三
宗
は
結
局

一
昧
で
あ
り
、
而
も
隻

　

れ

忘

し
無
執
着

の
こ
こ
ろ
に
至
り
て
通
す
る
に
於

て
灘
敷

一
致

が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、

つ
ま
り
そ
の
根
本

こ
な

つ
て
居

　

　

　

も

る
り
は
彼

の
中
心
思
想

㎡挫・
め
る
所

の
萬
法
の
根
源
把

る
絶
甥
眞
心
で
あ
る
。
そ
し

て
彼
の
眞
心
は
結
局
「
起
信
論
」
の

も

も
一
心

ご
同
じ
で
あ
つ
て
、
彼

の
灘
敷

一
致
論
の
根
本

こ
な

つ
て
居
る
の
が
や
は
り
此
の
「
起
信
論
」
で
あ
る
。
趨
信
論

の
立
義

分
に

　

　

是
心
則
囁

二

切
世
間
出
世
間
法
一。



も

ち

依
鵡於

此
心
一顯
昌示
摩

詞

術
一。

も

あ

も

も

も

も

も

も

こ
云

ふ
て
居

る
こ

こ
ろ

よ
り
來

て
居

る
の

で
あ

る
。

此

の
心

ビ
云

ふ
の
は

一
心

で
あ
り
衆

生

心

で
あ

る

か
ら
、

部

ち

し

も

ゆ

衆
生
心
を
本

こ
し
て
大
乗
敷
は

一
心
か
ら
生
す
る
ご
云

ふ
ご
こ
ろ
を
宗
密
暉
師
は
取

つ
て
來

て
、
輝

の
目
的

ε
す

る

こ
こ
ろ
も
此
の

州
心
(眞
心
)
を
顯
は
す

に
あ
り
、
敷

の
目
的
も

一
心
を
顯

は
す
所

に
あ
る
か
ら
爾
者
は
同

一
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
ざ
云
ふ
所

に
あ
る
の
で
あ
る
。
此
露
は
帥
ち
清
凍
大
師

の
流
れ
を
汲

め
る
所

で
あ
る
。

叉
他
方
よ
り
彼

の
繹
敷

一
致
論
を
考
察
す
れ
ば
、
暉

に
於
け
る
眞
心
は
敷

に
於
け
る
無
始
本
有

の
自
性
清
浮
心
な

り

こ
し
て
そ
の
大
圓
融
を
説
け
る
も
の
で
あ
り
、
又
敏
に
云
ふ
吾
入

の
心
性
は
本
來
出
纒
如
來
の
法
相
を
具
し
、
修

道

の
功
を
待
陀
す
し
て
本
來
成
佛
な
り
こ
す

る
こ
こ
ろ
は
、
輝

の
本
來
成
佛
ご
同
じ
で
あ
る
か
ら
之
を
擾
し
て
法
界

縁
起
に
入
ら
し
め
π
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
彼
が
眞
心
を
力
説
し
、
灘
を
批
判
し
敷
を
制
緯
し
て
、
組
織

ご
理
路

ご
整
然
た
る
灘
敏

一
致
論
を
成
じ

π

る
は
彼

の
偉
大

な
る
功
績
で
あ

る
。

(
完
了
)＼

宗
密

輝
師

の
輝
敏

一
致
論

に
就

て
(
二
)

=

五


